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3.11。私たちも「真にこころの復興」に共感し、 

一人一人が大切にされる社会の実現をめざして考え続けます 
 

よつ葉だよりNo.638（2／8号）に「おとうふ揚げ」の高橋徳治商店社長、高橋英雄さんからの寄稿「3.11は忘れない」を

4ページにわたって掲載しました。 

 想像を絶する被災の困難の中から、「こころをないがしろにしてきた社会」を変え、「真にこころの復興」をかたちにするこ

とを再建の目的にするという壮絶な挑戦を、社員の皆さんと成し遂げてこられた高橋さんの、「豊かさや幸せはお金で買える

の？」「生産性って何？」「こころを見つめて」「考えることを止めないで」と繰り返し問い、呼びかける 9000文字の熱いメッ

セージに、多くの組合員さんが感想をお寄せくださいました。一部をご紹介いたします。 

 「真にこころの復興」は被災地だけの復興ではなく、「一人一人が大切にされる社会」に通じます。10年経って、「取り残さ

れた人々」の存在は、コロナ禍で拡大しています。高橋さんの「考え迷うことは止めない？なぜなら夢にみた世界があるから。」

の言葉に励まされ、「忘れたことを忘れるな」を胸に刻み、一人一人が大切にされる社会を夢見て、考え続けたいと思います。 

（組合員活動常任理事 堀） 

 

“3.11は忘れない” を読んで 

 あの八方ふさがりの災禍の中で、自分のためではなく、他人のた

めに、お金や権力ではなく心を大切にする生き方をされて来て、今

も実行されている高橋様の生き様に感動して読みながら涙ぐんで

しまいました。 

 私は、コロナ後の未来の世界は、今と反対の、つまり、利己でな

く利他の、お金でなく心の、人工でなく自然の、効率や便利さでな

くゆったり落ち着いた、誰もが住みやすい、真に平和な世界に進化

していくと願っていますし、信じています。そのために、少しでも

自分にできることをして行こうと思っています。 

 読んでいて、宮沢賢治の詩“雨ニモマケズ”を思い出しました。

まさに高橋様のような人がどんどん出てくれば、きっと美しい世

界が実現すると思います。希望が持てました。高橋様、よつ葉生協

の方々、ありがとうございました。 

（益子地区 M・Uさん） 

美味しいおとうふ揚げに異なる

味が加わってまた楽しみになりま

した。あと一品何か、というときに

助かる必需品です。ふわっとした

食感とともに家族にも好評です。 

   （佐野地区 Ｙ・Ｎさん） 

 

高橋英雄さんの＜3.11は忘れない＞を繰り返し読みました。私

には頭でも身体でも想像すら出来ない厳しく重い 10年の歳月、

よくぞ人生を捨てずにここまで来られたことと、心からの拍手を

送りたい気持ちです。苦難の中で、スタッフや若者たちと、一歩

一歩素晴らしい形を創ってこられた高橋さんの歩みは、多くの人

の人生と重なり合って重厚なハーモニーを響かせておられるよう

です。灯っこが更に広がっていきますように祈ってます。 

（那須地区 坂本さん） 

 

よつ葉だより「3.11は忘れない」高橋英雄さんの提言の一つ一

つを心に深く刻むべく、繰り返し読ませていただきました。「少

し立ち止まって…考えてみませんか」自ら考えることは、エネル

ギーも時間も必要です。時には不安も生じるかもしれません。で

も、自らの命や生活を守るためには、考えて、時には勇気をもっ

て声を上げるべきだと痛感しました。若い方達の中には、声を上

げて自ら行動する方も増えてきているように思います。高齢者の

仲間入りをした私は、これからの人達が生きやすいように、自然

環境とともに社会環境も変えていくよう微力ながらも行動してい

きたいと思います。また原発についても改めて再稼働の中止を求

めるとともに、代替エネルギーをどうするのかについても考えて

いきたいと思います。       （那須地区 Ｓ・Ｙさん） 

 

 よつ葉だより 2月 8日号を読みました。 

忘れられない出来事なのに、違うところに住む私は、放射線のこと

に頭がいく位で、そこに居た人達の想いまで考えられていなかっ

たと申し訳ない気持ちになりました。 

 震災当時 TV で流されていた場面で、小学生くらいの男の子が

叔母と母を探しに行き、車の中で母を見つけると、叔母は泣きます

が、息子さんは涙を出すこともなく話しかけていて、逆にそれがと

ても悲しかったことを思い出しました。 

 今の私に出来ることは支援金としてお金を出すことしかできま

せんが、その子が大きくなって、その子の支えになったり、その他

同じ境遇の子どもたちに、少しばかり力をかすことにつながった

ら大変嬉しく思います。      （小山地区 Y・Iさん） 

 高橋社長の文章、引き込まれました。私も震災後の石巻を訪れ、

様々な思いを抱えていました。10年の月日が経ちましたが、『小さ

な灯り』が、みなさまの心に灯されることを、お祈りしています。 

 社長さん、従業員のみなさん、ありがとうございます！！ 

また、石巻に参ります。      （前橋地区 S・Kさん） 
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～組合員さんからご意見が届いています～ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見、ありがとうございます。ご指摘のとおり、筑波大学と

同大学発のベンチャー企業サナテックシード社が、血圧上昇を抑

える作用のある GABAを 5～6 倍多く含むゲノム編集トマトを開

発し、厚生労働省は昨年 12月 11日に日本で初めて食品として認

めました。ゲノム編集酵素のクリスパーキャス９を使って、GABA

分解酵素の働きを担う遺伝子を破壊して作製されたトマトです。 

 この高 GABAトマトは、食品上の問題点は全く分かっていませ 

ん。国は、遺伝子の一部を破壊するゲノム編集で外来遺伝子を含

まない場合は、従来の品種改良技術と変わりないとの認識から、

遺伝子組み換え食品に義務付けている食品安全委員会の安全審査

を「不要」としています。また、同社は、家庭菜園向けとしてこ

のトマトの栽培を希望する市民に、今春以降に種苗を無償配布す

ると発表しました（2/26 時点で、申込みは 5000 件を超えて、受

付終了）。種子・苗の販売に時間がかかるため、先行して市民向け

へ苗を配布すると打ち出したのです。 

ゲノム編集の種苗には、ゲノム編集食品と同様に表示義務があ

りません。このトマトは厚生労働省だけでなく、農林水産省へ情

報提供と届け出がなされていますが、栽培することでの環境への

影響もはっきりしません。今のままでは、購入した苗が実はゲノ

ム編集作物だった、という事態が進むだけでなく、制約なしに市

中で栽培されて、消費者が気付かぬままゲノム編集食品が流通す

ることが危惧されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

遺伝子を壊すゲノム編集では、狙った場所以外で遺伝子の変化が

起きる「オフターゲット」という現象が起こる可能性があります

が、オフターゲットによる想定外の遺伝子変化や新たなアレルギ

ー物質の発現などの危険性もあります。「食べたくない」「作りた

くない」「販売したくない」と思っても、今のままでは表示義務の

ないゲノム編集食品を避けるにも避けられないのです。ゲノム編

集食品を選びたくなくとも、私たちが口にする日が間近となって

います。 

現在日本では、アレルギーを起こさない卵（アレルギーを起こ

す物質を作る遺伝子を破壊して作製）、毒素が大幅に少ないジャガ

イモ、収穫量の多いイネなどが実用段階にあります。消費者が選

べるような表示の仕組みや情報の開示を、粘り強く求めていかな

ければならないと考えています。  

（理事 三輪） 

 

安全審査なし！ゲノム編集トマト 日本初の市場流通へ 
 

消費者の不安は解消されないまま 家庭菜園向け種苗を無料配布へ 
 

（2020年 12月 25日日本経済新聞より） 

 昨年 12月 11日、ゲノム編集技術を用いて品種改良された

トマトが、筑波大発ベンチャー企業により開発され、厚労省に

受理されたというニュースを見ました。今後インターネット

で希望者を募り、トマトの苗を無償配布、また生産者へも種子

販売を始める計画とのこと。 

「ミニトマトより一回り大きい実を毎日１，２個食べるだけ

で、血圧抑制効果が期待できる」というのがうたい文句で、消

費者のゲノム編集食品への理解を求め、遺伝子組み換え食品

のような安全性審査も行われず食卓にのぼる日がそこまで来

ています。よつ葉さんでも取り上げていただきたい問題です。     

（つくば地区 Ａ・Ｉさん） 

 

 よつ葉生協では、ゲノム編集作物の栽培が始

まることへの危惧と、食品を選ぶ市民の権利

を求めるため、４月から「種苗への遺伝子操作

の表示を求める署名」活動に取り組みます。

「遺伝子組み換え食品いらない！キャンペー

ン」や日本消費者連盟、生協ネットワーク 21

との合同実施です。多くの方に関心を持って

いただく機会にしていきます。 
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暮れにいただいたお米がご飯となりました。 

＜那須地区 薄井史子＞ 
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●編集・発行よつ葉生活協同組合 小山市粟宮 1223 

0120-07-1613 TEL 0285-45-9100  FAX 0285-45-9101 

HP http://yotsubacoop.jp/ 

よつ葉だよりメールアドレス yotsubadayori@yahoo.co.jp 

東日本大震災･東電原発事故での支援金 募金報告（3月 2週分）                             

ご協力ありがとうございます。                 

組合員さんの温かいお気持ちが今週も寄せられています  (単位：円) 

放射能から子どもを守る募金 （900番） 9，700 

震災孤児を支援する募金   （910 番） 25，400 

「有機農業と国産種子」募金 （920 番） 10，300 

合  計 45，400 

共同購入注文書裏の「10品以上の記入欄」に該当番号と数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品］内の［復興支援募金］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 

よつ葉生協 

ホームページ 
よつ葉生協 

Facebook 

新型コロナウイルス感染症対策たすけあい募金報告（3月 2週分）                             

ご協力ありがとうございます。                 

組合員さんの助けあいの気持ちが広がっています     (単位：円) 

栃木コロナ支えあい基金   （860番） 6，500 

群馬コロナウイルス対策募金 （861 番） 3，800 

茨城誰かのために募金    （862 番） 1，600 

合  計 11，900 

共同購入注文書の該当番号に数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品・募金］内の［募金関連］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 

共 通 申 込 書 

 

□環境委員会「ヘチマの種希望」 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員コード       氏  名 
 

住   所 
 

電話番号☎ 

 

【環境委員会発】ヘチマを育ててみませんか？ 

昨年の自粛中に育てた、ヘチマの種ができました。 

（よつ葉だより 609号、616号、632号のヘチマ通信に

掲載）欲しい方に差し上げます。 

グリーンカーテン・料理・化粧水・タワシ等できますよ。 

 

※ 種を希望される方は、【共通申込 

書】に記入して、配送員へ渡し 

てください。 

種をお送りするときには、簡単 

な説明をお付けします。 

※ 4 月 9日（金）まで受け付けます。 

次回のへちま通信は、「ヘチマタ 

ワシの作り方」です。 

お楽しみに。 

ネオニコチノイド系農薬不使用アップルファーム 

さみずのりんごオーナーへ 

多くの申込みをありがとう 

ございました。 

募集の締め切りは、 

4 月 2 日（金）です。 

 

産直委員会発 
 
〜メキシコ産有機栽培バナナ 再開のお知らせ〜 

産地で雨期になり品質が安定しないため、1 月から休止を

していましたが、4 月に再開します。 

 

メキシコ産有機栽培バナナってどんなバナナ？ 

2020 年 9 月 3 週から取り扱いを開始しました。 

① 有機栽培で安心！ 

② バナナに適した園地で栽培されています。 

③ お得な価格（中間マージンがない、第三国を経由しな

いため経費や関税が抑えられる） 

 

往来から取り扱っているペルー産の有機バナナは、一つ

が比較的大ぶりですが、このメキシコ産有機バナナはち

ょっと小ぶりです。 

「大ぶりだと食べきれない！」という方には食べやすい

です。 

くらら 4 月 1 週 102 でご案内します。 

 

〜4 月１週から、旨
うま

甘
かん

米
べー

豚（デイリーフーズ）取り扱いはじま

りました！〜 

お米を混ぜたエサで育てられ、旨くて甘い、旨甘米（うまかんべー）豚。 

真岡市の養豚農場「YS.ポークブレーン」 

の坂本さんが育てている、地域 

特化型ブランド豚です。やわ 

らかく、その名の通り口に 

甘みが広がります。 

家族経営で、生産者がはっ 

きりしている産直豚です。 

ぜひ、ご賞味ください！  

詳しくは、4月 1週くらら 

13 ページをご覧ください。 

 

 

〜よつ葉乳業の「よつ葉生乳 100％プレーン

ヨーグルト 400g」の容器が、４月１週から 

土に還るバイオマス容器に変更になります〜  

（産直委員会担当理事 針谷） 

 

ご意見・ご感想をお寄せください。お名前と組合員番号をご記入の上、

共同購入注文書またはお手紙でお願いします。掲載の方には粗品をプレ

ゼントいたします。※掲載するにあたって事前ご連絡をすることはあり

ませんので、ご了承ください。 


